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写 真12バ タ ック族 の 男 の正 装 。 頭 にtari-tariを,肩 にhadang

  を,そ して 腰 にmarabitを つ けて い る。

与 具13 葬 武 で お と るバ タ ック族 の 女 。眉 にhadangを,

頭 にhohOPを つ けて い る。

 女 性 の場合,胸 部で ウロスがまきつ け

られる。 これをhohOPと い う。肩 には

男性 の場合 と同様にhadangが 右 肩 に

かけ られ る。男性 の背広 に対応 して,イ ン

ドネシアで広 く用 い られてい'るkebaya

と よ ばれる服 をつ け,そ の上 に,ス マ ト

ラで多 くみ られ る,薄 手 の布 でつ くられ

た ひざの あた りま であ る 長 いkcbaya

panjangと よ ばれる上衣 をまとう。この

とき,下 は普通のサ ロンをま とう。 この

上にhadang,お よ びhohoPを つ ける。

 ウロスを両肩 にか けて着 るつけ方 があ

る。 これをmarulosと い う。ウロスを

ま とう本来の形である。 さらに,頭 か ら

す っぽ り と かぶ る ことがある。 これを

martμJung-tuJungと い う。 また,女 性

に特有の ものであ るが,時 に ウロスをた

す きが けに して,そ の中に乳児 あるいは

幼児を入れてつれある くことがある。 こ

れ をparompaと い う。
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 これ らの ウロスの着 つけ方 は,儀 礼の

いろい ろの部分にみ られる もので ある。

頻度 と しては,marabit, hadang, hohoP

な どの使 い方が非常に高 い。

2. ウ ロ スの用 い方のマナー

 ウ ロスが用 い られ る儀礼 にはい ろい ろ

の ものがあるが,大 き く3つ に分 けるこ

とがで きるであろ う。

 最 大の儀礼は氏族(marga,)の 記 念碑

(tugu)が 建 設 される ときにみ られる。

この とき,全 氏族が集合 し,盛 大 な祭が

催 され るとい う。 しか し,tuguの 建 設

は,き わ めてまれな ものであ り,ほ とん

どみ ることはで きない。一 般に ウロスが

多用 され るのは結婚 式 と葬 式においてで

ある。子供 の命名式の ような儀礼は小 さ

い祭 として,参 加者の ウロスの着用 の必

要 はない。 ただ し,子 供を生んだ女 にウ

ロスがお くられ るな どの儀礼は ある。

 1) 結 婚 式 の場合
         a

 新 郎 はragi pakkoをmarabitと し

て 着 用 し,hadangにsirara,新 婦 は

hohopにragi uluan、 hadangにsirara

を つ け る 。 新 郎 新 婦 の そ れ ぞ れ の 両 親 は,

理 想 的 に はmarabitあ る い はhohopに

runjat, hadangにsibolangが 用 い られ

る 。 そ して,新 郎 新 婦 の 父 方 の 祖 父 母

(ompung)は,男 はmarabitにpunca,

hadangにragi u】uan,女 はhohoPに

ragi idup, hadangにragi uluanを つ

け る 。 新 郎 新 婦 のsaompu(祖 父 を 同 じ

くす る 親 族)は 彼 ら の 両 親 と 同 じ ウ ロ ス

を つ け る こ と が 望 ま れ る 。

 こ こに述べた ウロスの着用 の仕方 は,

理 想的 な場合で あ り,実 際にはいろいろ

の変異が ある。0般 に,バ タック族の人 々

が所有 して いるウロスは,punca, runj at,

ragi idupの よ うな順位 の高い ウロスを

含 まない ことが少 くない。実際 に蕨有 さ

れてい るウロスの実数調査 はきわ めてむ

ずか しく,正 確にはほ とんどわか らない。

しか し,ど の家において も最底 もって い

なけれ ばな らない ウロスがあ り,sirara

は そ の 第一番 の ものである。s�alang,

sito】utuho, ragi pakko, ragi uluanな

ど は,giraraと 同様 にもっていなければ

な らない ウロスで あると考え られてい る。

一 般に
,彼 らは,15～25枚 程 度の ウロス

を もってお り,多 くは,raja n�losに

含 まれない下級 のウ ロスで ある。そのた

め,理 想的な形での ウロスの着用はむ し

ろまれであ る�ｻ の 場合,つ ぎのような

0般 的原則で処理され る。

a)老 人は若者よ りも良 いウロス(順 位

 の高 いウロス)を 着用する。

b)同 じ順位の ウロスがないときは男は

 女 よ りも良い ウロスを着用す る。

c)marabitはhadangよ り もよいウ

 ロスを着用す る。(女 の場合は,hohOP

 はhadangよ り も良い ウロスを着用す

 る。)

 先 の理想的 なウロスの着用 の例 では,

新 郎新婦 のmarabitお よびhohopが

hadangよ り も低 い点が, c)の 原 則 に反

した例外で ある。

 結 婚式 には,ウ ロスを用いる儀礼 が含

まれている。tulang(新 郎 の 母方 の 兄

弟)1)がpinal lobu-lobu(別 名,magiring

1)バ タ ック族では,母 方交叉イトコ婚がみかけの親族組織の原則である。 そのため,新 郎の母

 方の兄弟と新婦の父およびその兄弟.は一致する。 しかし,現 実には母方交叉イトコ婚の頻度は

 きわめて低いため,0一 致 しない場合の方が多い。そのときは,新 婦の父の兄弟の最年長者がこ

 の儀礼を行なう。
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parompaと い う)を,「 金持にな ります

ように,子 供がた くさんで きます よ うに」

ととなえなが ら,新 郎新婦の2人 の肩 に

か けてやる。 これ は,hula-hula(自 己

の氏族 に嫁 を与 えて くれ る氏族)の 新郎

新婦へ の祝福 の儀礼で ある。

　 2)葬 式 の場合

　 結婚 していない人や子供 しかまだいな

い人が死 んだ ときの葬式 は,小 さな祭 と

考 え られてお り,こ こで は重要で ない。

孫を もつ人が死 んだ とき以上の場合に正

式 の葬式 が行なわれる。

　 さて,故 人は,ウ ロスにつつまれて棺

におさめられ る。その際,遺 言 によ り故

人 によって ウロスの種類 や数が推定 され

ているときはその ように行 な うが,一 般

に1枚 の順位の高 いウロス～ 多 くの場合

s三raraが 用 い られ るが一 で故人を つつむ。

男の場合,ragi　 pakkoが 用 い られ るこ

とも少 くない。特に故人が愛用 していた

ウロスで あれば,そ れで もよい とい う。

　 棺の上に も,ウ ロスがか けられ る。 こ

の場合 もsiraraが も っとも一般的で あ

る。

　 さて,故 人 の夫 あるいは妻は,ウ ロろ

を 頭 か らかぶ り(martujung-tujung>,

式 に 参列する。 その際,ragi　 pakkoが

用 い られ るが,ragi　 idupで もよい とさ

れてい る。故 人の直系 の子供 は肩に ウロ

スをか け(marulos),す わ ったままで参

列す る。用い られるウロスは同じ くragi

pakkoで あ る。 これ らの人 々は,葬 儀の

際の踊 りに は参加 しない。直系の孫達は,

martujung-tujungやmarulosを す る

必要は な く,踊 りに参 加す る。なお,踊

りに参加す る人 々は,tari・・tariをつ ける。

　 故人の氏族のsaompu内 の 人 々は,

そ れに 対応 するhul'a-hulaの 人 々とと

もに,す べて同等 の ウロスが着用 され る。

す なわ ち,marabi　 tあ るいはhohopに

runjat,　 hadangにsibolangを 着 用す

る。 そ して 彼 らも踊 りに参 加 す るが,

hula-hula側 で は男のみが踊 りに参加で
　 　 　 　 　 　 　 　 り

き,女 は 参 加 で き な い 。 ま た,hula-hula

写 真14棺 の 上 に ウ ロス 〈sirara)が か ぶ せ られ てい る 。
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と自己の氏族の構成員が ま じって踊 られ

る こともない。

 祖 々父(among tua)を 同 じくす る親

族,お よび,boru(嫁 を あたえ る氏族)

側 の親族 も参加す るが,共 食は して も踊

りには参加 しない。彼 らの着用す るウロ

スはraj a ni ulos以 外 の下 級品で ある。

さ らに略式にな ると,下 は普通のサpン

で,ウ ロスのhadan9を している場合 も

ある。

 参 列 者 の ウロろ の 着 用 をみ ると,

Qmpungの 位 置はきわめて 高い ことが

わか る。 しか も,saompu内 では,同 等

のウロスの着用が考 え られて おり,バ タ

ック 族 社 会 で のompung,お よ び,

saompuの 重要 さが わか る。 また,結

婚式において も,葬 儀 において も,自 己

のhula-hulaと の きわ めて 強い結 びつ

きがみ られる。いず れの式 において も,

自己のboruの 助 力な しには式が成立 し

ないに もかかわ らず,boruは ほ とん ど

無 視されて いるとい っていいであろう。

V.ウ ロスの贈与

 ウ ロスは贈物 と して重要 な ものであ る。

ウロスが贈与 され る場合 は,つ ぎの3つ

の場合で ある。(1)結 婚 した とき。多 くの

ウロスが この とき移 動す る。(2-)両親 とも

が死ん だとき。(3)そ の他,子 供 が生 れた

ときや,婚 入 した娘が病気 にな った り,

遠 くに旅行 にでかけ るときなどである。

 結 婚に際 して,新 郎 は両親か ら結婚式

に身 につ けるウロスを もらうこ とが多 い。

しか し,そ れよ りも新婦 にお くられ るウ

ロスが重要 である。新婦 はいろいろの人

々か らウロスを うけ とる。 もっと も良い

ウロスは,① 彼女 の両親か らお くられ る。

両親 についで良 い ウロスは②彼女の父方

の兄弟,お よび彼女 の兄弟か らお くられ

る。 さ らに,③ 父方 の祖父,④ 彼女の姉

妹,⑤ 母方 の兄弟,⑥ 母方の祖 父の順 に,

良 いウロスが彼女 にお くられる ことが期

待 される。

 新 郎 にお くられ るウロスを別 にす ると,

表1新 婦 にお く られ る ウ ロス

数字の若いほど,良 いウロスがおくられることを期待されている。
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結婚式 に際 しては,新 婦 が多 くの ウロス

を うけとる。お くり手 は,す べてhu】a-

hulaの 成 員 である。 また,両 親や父方

の兄弟,あ るいは彼女 の兄弟 と述べたが,

正確 には,母 親か ら,あ るいは父方の兄

弟 の妻達 か ら彼女にお くられる。ウロス

は,女 か ら女 に伝え られ るもので ある。

 両 親 が死 んだとき,そ の財産 は子供 に

ゆず られる。土地や家や木な どの財産 は,

主 として男系 で相続 され る(現 在 では性

に区別 な く均分相続 してい るとい う)が,

ウ ロスは直系 の女,す なわ ち婚 出 して い

った娘達 にゆず られ る。

 ウ ロスは女 によらて生 産 され,女 によ

って女 に伝 え られて ゆ くものである。

VI.お わ り に

本 稿 では,ま ず ウロスの色は赤 と黒 と

白の3色 が基本 である ことを述 べ,そ の

つ くり方 を概 観 した。ついで,北 タパ ヌ

リ郡で用い られているウロスの種類 につ

いてふれ,特 にraja ni ulosに つ いての

べた。そ して用い方 の項では,参 列者 の

ウロスの着用に注 目 して親族の親密 さの

程度 をみ ようとした。 結 果 として は,

ompung, saompu が 重 要 で あ り,

saompuが 親 族の中核集団で あるのでは

ないか と想像 させる。 また,hula・hula

は,自 己の氏族の親族 と同等 の重要 さを

もっているのに対 して,boruに 対 して

は,き わ めて低いあつかいを して いるこ

とが ここに も明瞭 にみ られた。

 ま た,ウ ロスの贈 与の項 では,父 系 の

きび しい社会の裏に母 系でつなが る系が

あ り,ウ ロスは,そ の母 系の象徴的 なも

国立民族学博物館研究報告  1巻4号

の として登場 して くることを述 べた。

 しか し,こ こではまだ ふれて いな いこ

とがあ る。 ウロスは もう一つの別の意味

が ある。 すなわち,hula-hulaがboru

にお くる贈物の総称をやは りウロス2)と

いう。あるいはウロス ウロス(ulOS-ulOS)

とい う。[VERGouwEN,1964:p.58-60]。

この意味での ウロスを筆i者はとて もあつ

か えるだ けの資料は もちあわせて いない。

しか し,ウ ロス とよばれ る贈物 の中心 は

布 と しての ウロスである。 その点では少

しは,贈 与についてはふれた ことにな る。

 また,ウ ロス は 単 なる 布で はない。

gobarと よばれ る模様のない白布 もバ タ

ック族の布で はあるが,こ れ は夜の外出

や夜衣 と しての実用上の意味 はない。そ

れ に対 して ウロス は単 に模様 があるとい

うことで はな く,ウ ロスにはOsahalaと

よ ばれる 霊がついている。sahalaは 人

のtonji(活 力)を 高め,生 き生 きす る

力をあたえる力を もっている。ウ ロスが

お くられる とい うことは,こ のsahala

を お くられ る ことであ る。そのため,婚

入 した娘や生 れて まもない危 険な状態 に

ある赤坊,あ るいは旅にでる人 にウロス

がお くられる。

 ウ ロスが父系社会の裏側 で,母 系 の上

にの ってsahalaが 移 動 し,よ り強力 に

その社会 を維持 してい るのである。

 しか し,こ のsahaユaは 今 や死 にたえ

ようとしている。 そ して霊 力のあ るウロ

スは,財 産 としての ウロスに変化 しよ う

としてい る。専業 の織屋が出現 し,専 業

の織姫 が生 れて いる。 ウロスは売 買され

る商品 としての位 置を高めている。 しか

2)反 対 にboruか らhula-hulaに お くる贈 物 の総 称 は ピ ソ(あ るい は ピ ソ ピ ソ:ナ イ フの意)と

  よば れ る[VERGOUMEN 1964:P・61-63]た だ し,実 際 に ナ イ フが お く られ る の で は な く,お

 金 で あ る場 合 が 多 い。
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し,ウ ロスの価値 は,お みやげ品以外で

は,バ タ ック社会に おいて しか価値 のな

い ものである。 あまりのsahalaの 下 落

は,ウ ロスその もの さえな くさせて しま

う。 とはいえ,ウ ロスは,形 を変 えなが

らバ タック族 のなか に根強 く生 きて ゆ く

よ うにみとれ た。
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